
　

　

 　
今
回
の
調
査
は
、

設
定
か
ら

二
年
後
に
お
け
る
下
層
植
生
の

う
ち
高
さ
五
㎝
以
上
の
樹
種
を

特
定
し
、

毎
木
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

柵
内
各
プ
ロ
ッ

ト
の

う
ち
植
生
が
多
い
箇
所
で
は
、

新
た
に
生

育
し
た
樹

種
が
五
種

一
〇
本
も

見
ら
れ
る

な
ど
、

今

後
も
順
調

な
植
生
の

回
復
が
期

待
さ
れ
ま

す
。
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九
月
一
日
か
ら
七
日
に
か
け

て
、

日
豪
両
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
総
勢
二
〇
名
（

豪
州
六
名
・

日
本
一
四
名
）

が
滞
在
し
、

地

元
住
民
と
と
も
に
屋
久
島
の
森

林
環
境
維
持
お
よ
び
希
少
種
の

保
全
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
（

財
）

屋
久
島
環

境
文
化
財
団
が
、

世
界
自
然
遺

産
で
あ
る
屋
久
島
に
お
い
て
、

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
環
境
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
団
体
と
の
連
携
に
よ

り
、

日
本
の
一
般
市
民
に
も
呼

び
掛
け
、

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

活
動
を
通
じ
た
自
然
環
境
保
全

の
意
識
向
上
お
よ
び
相
互
の
交

流
を
深

め

る

こ

と

を

目

的

と

し
、
（

社
）

国
土
緑
化
推
進
機

構
助
成
事
業
を
受
け
、

関
係
機

関
と
も
連
携
し
て
「

国
際
森
林

年
」

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ま
れ
も
の
で
す
。

　
森
林
環
境
保
全
の
取
組
と
し

て
、

国
有
林
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を

活
用
し
、

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の

保
全
や
ス
ギ
林
の
保
全
作
業
に

つ
い
て
、

二
日
間
に
渡
っ

て
の

作

業

と

な

り

ま

し

た
。

当

日

は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、

ヤ
ク

タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
採
種
林
の
下
刈
り

や
ス
ギ
林
で
の
植
林
と
間
伐
な

ど
初
め
て
体
験
す
る
参
加
者
が

多
い
中
、

皆
さ
ん
熱
心
に
説
明

を
聞
き
、

協
力
し
な
が
ら
作
業

を

行

い

ま

し

た
。

間

伐

の

際

は
、

無
事
切
り
倒
す
と
歓
声
と

共
に
拍
手
が
起
こ
り
、

爽
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

参
加
者

か
ら
は
「

間
伐
し
て
林
内
が
明

る
く
な
る
こ
と
を
実
感
し
た
」

日

豪

環

境

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

　
関
東
以
西
に
分
布
す
る
常
緑
低

木
。

屋
久
島
で
は
、

ス
ダ
ジ
イ
、

エ
ゴ
ノ
キ
な
ど
に
半
寄
生
し
て
い

る
。

葉
の
裏
面
は
赤
褐
色
の
星
状

毛
が
密
生
す
る
が
、

表
面
も
緑
と

褐
色
を
混
ぜ
た
色
を
し
て
い
る
。

花

は

筒

形

で
、

花

被

は

長

さ

三

㎝
、

外
面
に
は
赤
褐
色
の
星
状
毛

が
密
生
し
、

内
面
は
緑
紫
色
で
外

側
に
そ
り
返
る
。

　
花
期
九
～

一
二
月

屋久島生態系モニタリング 屋
久
島
の
森
林
環
境
維
持
お
よ
び
希
少
種
の
保
全
活
動

屋久島南部の植生垂直分布調査
（平成２０年度調査）

 ※標高1200ｍﾌﾟﾛｯﾄ（湯泊歩道脇）の植生

屋久島の植物

　標高1200mﾌﾟﾛｯﾄは、湯泊歩道沿いの広葉樹林に設定した。付

近は烏帽子岳から西に下る尾根上であり、尾根上の西向き斜面

と尾根の南側斜面とに分けてプロットを設定した。平均傾斜は

38°、斜面方位はS15°W（南向き）である。

［高木層］第1高木層としてﾂｶﾞ（傾斜木も有り）・ｽｷﾞが優占し、第2

高木層としてﾔﾏｸﾞﾙﾏ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ｼｷﾐ･ｿﾖｺﾞ･ｵﾆｸﾛｷがその下層に

混生する。

［亜高木層］ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｼｷﾐ･ｻｶｷが多く､ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ﾊｲﾉｷ･ｵｵﾔｸｼﾏ

ｼｬｸﾅｹﾞ･ｲﾇﾏｷ･ﾋｲﾗｷﾞ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾕｽﾞﾘﾊなどが混生する｡

［低木層］ﾊｲﾉｷが圧倒的に多く、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｼｷﾐ･ｵｵﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ･

ｻｶｷなどがそれに続いて出現する。個体数は少ないがｲﾇﾏｷ･ﾋﾒﾋ

ｻｶｷ･ｱｾﾋﾞ･ﾋｻｶｷも出現する。

［草本層］シカの食害が多く、植被率は低くさらに減少傾向にあ

る。雲霧帯の下部に当たり、樹幹上の着生植物が増えている。

［群集および特徴的な出現樹種］ｲｽﾉｷ-ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ-ﾊｲﾉｷ群集。

荷
や
有
害

鳥
獣
に
よ

る
希
少
種

へ
の
影
響

に

つ

い

て
、

事
例

を
交
え
講

義
を
行
っ

た
と
こ
ろ

で
す
。

し
、

当
保
全
セ
ン
タ
ー

で
は
、

国
有
林
の
歴
史
や
森
林
保
全
管

理
等
の
業
務
内
容
か
ら
屋
久
島

の
森
林
生
態
系
に
関
す
る
課
題

と
し
て
人
為
的
な
環
境
へ
の
負

縄

文

杉

周

辺

の

植

生

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

調

査

「

自
分
が
強
く
な
れ
た
気
が
し

た
」
「

興
味
深
く
、

楽
し
か
っ

た
」

と

い
っ

た

声

を

い

た

だ

き
、

笑
顔
の
中
、

無
事
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

　
屋
久
島
で
は
、

全
島
的
な
環

境
教
育
の
計
画
化
を
進
め
て
お

り
、

環
境
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

会
議
を
活
用
し
て
森
林
教
育
に

つ
い
て
も
連
携
し
な
が
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
世
界
遺
産
登
録
後
、

縄
文
杉

に
は
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
、

縄
文
杉
の
根
は
踏
圧
に
よ
り
樹

勢
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な

り
、

そ
れ
を
保
護
す
る
た
め
、

縄
文
杉
展
望
デ
ッ

キ
を
設
置
し

た
り
、

周
辺
の
土
壌
を
改
善
す

る
た
め
の
編
柵
工
や
下
層
木
植

栽
等
の
対
策
を
行
っ

て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、

せ
っ

か
く
育
っ

て

き
た
下
層
植
生
を
ヤ
ク
シ
カ
が

食
害
す
る
た
め
、

各
分
野
の
有

識
者
か
ら
の
助
言
を
得
て
縄
文

杉
周
辺
の
植
生
を
回
復
さ
せ
る

よ
う
シ
カ
柵
を
平
成
二
一
年
二

月
に
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

大
学
生
へ
の
森
林
学
習
講
義

　
愛
媛
大
学
森
林
資
源
学
専
門

教
育
コ
ー

ス
で
は
三
回
生
を
対

象
に
し
た
授
業
と
し
て
「

ス
タ

デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
」

が
行
わ
れ
て

お
り
、

今
年
は
世
界
自
然
遺
産

の
島
「

屋
久
島
」

で
の
講
義
が

実

施

さ

れ

た

と

こ

ろ

で

す
。

　
屋
久
島
で
は
、

(

独

)

森
林

総

合

研

究

所

で

フ
ィ

ー

ル

ド

ワ
ー

ク
を
行
っ

て
い
る
研
究
者

の
協
力
を
得
な
が
ら
森
林
資
源

に
関
す
る
こ
と
や
森
林
生
態
系

等

に

つ

い

て

精

力

的

に

実

習

　
そ

こ

で
、

こ

の

柵

を

設

置

後
、

植
生
が
実
際
に
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
く
か
を
把
握
す

る
た
め
、

柵
内
外
の
五
箇
所
に

プ
ロ
ッ

ト
を
設
定
し
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。 オオバヤドリギ

（ヤドリギ科）

ボランティアによる間伐の様子

H23.9.28H21.9.28

学生との交流の様子



お知らせ

「九州森林の日」に伴うヤクタネゴヨウ保全のボランティア活動について

林野庁では、平成２０年より「美しい森林づくり推進国民運動」に取り組んでおります。
九州各県(沖縄県を除く)では、「九州の森林づくりに関する共同宣言」を行い、その中

で、１１月の第１日曜日に「九州森林の日」を設定し、国民の共有の財産として森林を守
り育て、未来に引き継ぐための具体的な行動を実践することにしています。
屋久島では、絶滅危惧種ヤクタネゴヨウの種の保存と増殖・復元を目的に屋久島町内の

国有林に設定している見本林・採種林において、ヤクタネゴヨウの保護活動に積極的に取
り組んでいる、ヤクタネゴヨウ調査隊やボランティアの方々のご参加を得ながら下記日程
等によりシカ保護柵の補修作業を実施しますのでお知らせします。

記

１ 日 時 平成２３年１１月６日（日） ９：００～１２：００

２ 場 所 屋久島町船行 鍋山国有林１１０林班 ※集合場所：現地(地図参照)

３ 募集人員 ３０名程度

４ 実施内容 シカ保護柵補修等

５ 服 装 作業に適した服装、長袖・長ズボン・手袋・地下足袋(又は運動靴)
・ヘルメット(又は帽子)を着用。

６ 申 込 先 「屋久島森林環境保全センター」又は「屋久島生物多様性保全協議会」

屋久島森林環境保全センター 塚 本 徹
屋久島町宮之浦１５７７－１
FAX ４２－０３３３ TEL ４２－０３３１

屋久島生物多様性保全協議会 手 塚 賢 至
屋久島町一湊２４１８－３８
FAX （TEL同）４４－２９６５

（申し込みは任意の様式で結構ですが、保険加入手続きのため、氏名、
電話番号をご記入のうえ FAXにてお申込み下さい。）

８ 締め切り １１月２日(水)

９ その他 小雨決行

10 地図

集合場所

『洋上アルプスＮｏ．１９９号裏面』屋久島森林環境保全センター

至 宮 之 浦

至 安 房

竜 天 園

●

船行林道入口


